
様式 C-19

科学研究費補助金研究成果報告書

平成 21年 5月 14日現在

研究成果の概要：

Ｋ３曲面Ｓがガロワ埋め込みをもつとき、そのガロワ群Ｇが巡回群のとき、すべて決定した。
それらは４次か６次しかなく、しかもＳの構造はそれぞれ４次超曲面か(2,3)-完全交差形のも
のである。一方(2,3)-完全交差形のものがガロワ直線を持つときは、群Ｇは６次巡回群か位数
６の二面体群である。更に、二面体群のときＳは３次超曲面のある点からの射影に対する、最
小ガロワ閉包多様体として得られることなど判明した。
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１．研究開始当初の背景
Ｋ３曲面Ｓについては、その幾何構造や有限
自己同型群など、多くの研究成果があったが、
ガロワ埋め込みの観点からの、幾何構造や自
己同型群など調べる研究は全くなかった。ま
たＳを最小ガロワ閉包多様体として得るこ
とも考えられていなかった。なお、やや関連
する研究として、平面曲線Ｃのガロワ点に関
する研究はＣが特異点を持たないときは、か
なり多くの成果があったが、特異点を持つと
きのガロワ点の研究もわずかな研究しかな
かった。

２．研究の目的
Ｋ３曲面Ｓがどのくらい多くのガロワ埋め
込みをもつのか、またそのときどのような群
が現れるのか、さらにＳはいつ有理曲面の最
小ガロワ閉包多様体として得られるか、など
を解明することを目的とした。同時にＳ上に
存在する曲線との関連する研究として、特異
点をもつ平面曲線についてガロワ点に対す
る、体のガロワ自己同型は曲線の双有理変換
になるが、これがいつ、それを含む平面の双
有理変換まで拡張できるのか解明すること
を目的とした。
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３．研究の方法
(1) まず一般次元において、ガロワ埋め込み
をもつ射影多様体について得られる性質を
解明する。特に、ガロワ自己同型群が埋め込
んだ射影空間の射影変換に拡張されること
を確認する。
(2) 引き続き、射影多様体がガロワ埋め込み
をもつ必要十分条件を、埋め込みの因子に関
する条件として求める。
(3) Ｋ３曲面Ｓから射影平面P^2へのガロワ
被覆が存在するので、その分岐因子を考察す
る。
(4) Ｋ３曲面の有限自己同型群はかなりよく
分かっているので、その結果を利用する。
(5) ガロワ埋め込みをもつとき、Ｋ３曲面の
関数体Ｋは有理曲面の関数体 K_0 のガロワ
拡大となるので、ガロワ対応によりそれの中
間体を考察する。
(6) 平面曲線Ｃのときの研究については、ガ
ロワ点があるとき、その点を通る直線との交
点として得られる因子を用いて、Ｃの非特異
モデルのガロワ埋め込みを行い、議論を非特
異曲線でのものに置き換えて行う。

４．研究成果
(1)Ｋ３曲面Ｓがガロワ埋め込みをもつとき、
そのガロワ群Ｇが巡回群のとき、すべて決定
した。これが大きいインパクトをもっている
とは必ずしもいえないであろう。しかし、新
しい観点からの成果であることは言えるの
で、今後群が非可換のときもすべて、ガロワ
埋め込みをもつときを決定する足がかりに
なると思われる。
(2)ガロワ群が二面体群のときＳは３次超曲
面のある点からの射影に対する、最小ガロワ
閉包多様体として得られると判明した。これ
は多様体の新しい構成方法を与えるもので、
関心をもって迎えられると思われる。
(3) 平面曲線のガロワ自己同型が、平面の双
有理変換まで拡張できない例を沢山構成し
た。また、拡張できるとき、平面の座標を双
有理変換で取り替えて、その自己同型を射影
変換にできる場合などの成果をあげた。これ
は平面曲線論およびクレモナ群に新しい視
点を与え、この方面からの曲線論の進展に寄
与できるものと思われる。
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〔その他〕
次のホームページに最近までの成果及び未
解決問題が掲載されている：

http://mathweb.sc.niigata-u.ac.jp/~yosi
hara/openquestion.html
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